
  

土砂災害におけるハザードマップの作成と避難対策について 

 

１ 土砂災害ハザードマップ作成の狙い 

（１）土砂災害警戒区域の範囲を分かりやすく表示する 

  航空写真地図を使用、縮尺を 5,000分の 1として従来より見やすくした 

 

（２）土砂災害に関する学習面の充実 

  土砂災害警戒区域、がけ崩れの前兆、警戒レベル、避難のポイントにつ  

いて詳しく説明 

 

 （３）冊子形式とし、必要場所を見やすくした 

 

 （４）風水害対策の強化の反映 

   避難先をこれまでの特別出張所から水害時緊急避難場所に変更 

 

 

２ 土砂災害（特別）警戒区域に該当する世帯へのハザードマップの配布 

（１）対象  

区内の「土砂災害（特別）警戒区域」に該当している約 1,200世帯 

 

（２）配布時期 

令和２年５月中旬から順次配布 

 

 

 

 

 

【担当】 

大田区総務部防災危機管理課 

（ハザードマップについて）計画担当 電話 5744-1236 

 （世帯への配布について） 普及担当 電話 5744-1611 

防災安全対策特別委員会 

令和 2年 5月 13日 

総務部 資料 4番 

所管   防災危機管理課 


